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新型
コロナウイルス感染者

数は奈良県でも増加し

てきており、夏になれば治まるので

はないかという当初の予想は覆さ

れ、より深刻な事態になっていま

す。皆様におかれましては引き続き

十分コロナ対応に留意されますよう

お願いします。いつもとは違う環境

の変化に大きく影響を受けやすい自

閉症スペクトラム（ASD）の人達や

家族にとっては、この新型コロナは

非常な苦痛を与えているようです。

ネットで、コロナ禍における自閉ス

ペクトラム症のこだわり行動への対

処法（白石雅一：宮城学院女子大学

教育学部教育学科・特別支援教育担

当 教授）# つながれない社会のな

かで心のつながりをというコンテン

ツを見つけました。みなさまの参考

になると思いますので、一部引用さ

せていただきます。ASD のこだわり

行動への対処「５つのポイント」…

　ASD の人のこだわり行動への対処

のポイントは、緊急事態時でも平時

でも実は同じです。それを５つにま

とめましたので、参考にしてくださ

い。

①こだわり行動を大切にしましょう

…　ASD の人にとってこだわり行動

は、無くてはならないこと、で心の

栄養であったり、行動のエネルギー

源だったりします。それを大切にし

てあげて、見守っていき、きっかけ

を与えますと、特定のこだわり行動

から卒業していくことがあります。

②こだわり行動を活かす方向で工夫

しましょう…物事にこだわること

で、活動や仕事、事業が大成し成功

を収めることがあります。視点を変

えると、こだわり行動はその人の「強

み（strength）」になります。１ヶ

月先、半年先、１年先を見越して、

こだわり行動を導いてみてくださ

い。思わぬ成果が現れるかも知れま

せん。

③現実を見せ、置かれた状況や環境

を利用しましょう…　学校への登校

が出来なくなったら、オンライン授

業を楽しむ方策を考えましょう。買

い占めが起きて好きなお菓子が手に

入らなくなったら、家でお菓子作り

を始めましょう。ある生物学者が言

いました。「進化の過程で、強いも

のが生き残ったのではない。弱いも

のが環境に応じて変化し、適応した

から、繁栄したのだ」と。

④禁止、制止よりも「代替え」の方

法を示しましょう…　私たちはつい

つい、ASD の人や子どもたちに「こ

れダメ」「あれダメ」「やめて！」「我

慢して！」と禁止や制止の言動を示

してしまいます。その結果、彼ら

は「不快」や「不満」「怒り」の感

情に包まれて、感情爆発を起こした

り、パニックに陥ったり、他害の行

動に出たりします。このような「二

次的な障害」を起こさせないために

は、「その代わりに」「これをした

ら」とか「あれがいいよ」、「これで

行けば大丈夫」「こっちの方がスムー

ズに行くよ」と、常に「代替え」の

方法を示してあげることが大切で

す。⑤手順を踏んで徐々に変えてい

きましょう…周囲を困らせたり、迷

惑になったりするこだわり行動の場

合、「一刻も早く、無くしたい」と

か「やめさせたい」と思うのは常で

ありましょう。しかし、一朝一夕に

は進みません。こだわり行動とつき

合いながら、活かせる方向を探りつ

つ、現実や環境を良く見せ、分から

せて、利用して、いくつもの代替え

策を提示していく。この流れでもっ

て、ASD のこだわり行動も適応行動

へと徐々に変化していくものなので

す。以上　全文は

 https://www.note.kanekoshobo.

co.jp/n/n2331f48479ec

でご覧ください。

（河村）
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静岡県自閉症協会の津田さんか

ら８／３に zoom で行われた、グルー

プホームに関係する団体の懇談会に

参加したメモ情報をいただきまし

た。（河村）

グループホームに関する懇談会

（2020.8．3　13:30 ～ 15:30　ZOOM）

■　主な議題

〇２０２１年４月報酬改定に向けた

取り組み

〇新型コロナウイルスについて

■２０２１年４月報酬改定に向けた

取り組み

〇状況

　各団体のヒヤリングが始まってい

る。グループホーム学会、日本自閉

症協会は終了。

　要望実現のために、ヒヤリングの

前に情報交換を行いたいと考えてい

たが、ヒヤリングが思ったよりも早

かった。

〇　グループホーム学会

＜光増会長＞

(1) グループホームにおける報酬が

低く、手厚い支援体制をとることが

できない。

　日中活動支援型ができ、３：１の

職員体制が認められた。これを介護

包括型のグループホームにも広げた

い。３：１、２：１の基準を新たに

設けて高齢化、重度化に対応するこ

とを求める。

(2) 日中支援加算（Ⅱ）の初日から

の算定を求める

　グループホームは夜から朝にかけ

ての支援が基本で、日中の支援につ

いては原則対応していない。日中の

支援が必要な場合に、３日目からの

算定が行われるが、新型コロナウイ

ルスの関係で、日中の支援が必要と

なることが考えられるが、１日目、

２日目の支援については算定されな

いことは問題である。

　また、土日祝日の支援分について

の報酬が現在の水準で含んでいると

の解釈を厚生労働省はいうが、現在

の多様な入居者の実態と支援の実態

とを合わせて見直しが必要である。

　同様に、入院時や帰宅時の支援加

算も初日から報酬の加算を行うべき

である。実例として、緊急入院や手

術の立ち会いなどがある）

(3) 夜間支援加算の報酬の見直しが

必要である

　夜間支援職員の労働時間、休憩時

間などについて問題指摘がある。現

在の夜間支援体制加算では厳しい。

見直しが必要。

(4) 看取り支援加算の創設を

　入居者の高齢化が進んでいる。看

取り支援を希望される場合もあると

思われるので、認知症グループホー

ムにある看取り支援加算を早急に創

設してほしい。

(5) 30 年前にグループホームがで

きてから障害の重度化、高齢化によ

る住まいとしての機能は多様化が求

められている。重度化してから別の

グループホームにうつらなければな

らないのではなく、住み続けられる

ようにバリアフリー化を進める視点

が必要である。

(6) グループホームは週末休日を問

わず３６５日対応が必要な仕事であ

り、これを反映した報酬額とすべき。

(7) 行動障害の人のグループホーム

入居を進めるために、休日の過ごし

方に支援を必要としている人たちの

過ごし方について、制度として整え

る。

＜室津事務局長＞

(1) 生活の場と日中支援についての

報酬のバランスが悪い。

(2) 行動障害のある人の支援のた

め、常勤職員を増やすことを基本に

報酬を考えるべき。厚生労働省は、

短時間の職員の対応で報酬を低く見

積もっている。

＜事務局＞

　何か、質問、意見はあるか＞

＜津田＞

(1) 日中支援の生活介護は６～７時

間の支援について、1.7：１（利用者：

職員）の職員体制だが、グループホー

ムは１５～１６時間の支援について

4：1（利用者：職員）であり、現在

の制度でグループホームを行動面で

課題のある重度の方に利用していた

だけるようにすることは、非常に厳

しい。ぜひ、改善に向けた取り組み

を、進めたい。

(2) 常勤職員かパートタイムのよう

な短時間の職員の雇用で対応するか

の話がよくでるが、グループホーム

における支援については人数がいれ

ばよいというものではなく、職員の

質の高さも求められる。私のところ

では短時間の人についても、常勤職

員と同様の労働条件として質の高い

職員体制を作るよう取り組んでい

る。厚生労働省の短時間の職員のコ

ストは安いのではないかとの考えで

設計することは問題がある。

〇　日本自閉症協会（津田）

　日本自閉症協会としては報酬改定

については、グループホーム以外の

課題も含めてヒヤリングで説明して

おり、グループホームに多くの時間

はさけていないが、次のような要求

をしている。（津田はヒヤリングに

は参加していないが、これまで得て

いる情報をもとに説明）

(1) 重度の人については、休日の日

中にグループホームで過ごすことは

難しい。生活介護など日中に利用し

ているサービスについて休日にも利

用できるようにしてほしい。

　訪問系のサービス利用を使えるよ

うにすることも。

※　通常、日中の支援サービスは支
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給日数が２３日 /月であり、休日に

利用できない。（法的には利用でき

るようになっているが、市町の判断

による）

※　日中の支援サービスについて

は、休日は休みのところが多い。休

日営業を増やすことや、それを可能

とする報酬の改善も必要。

(2) 休日の報酬について、区分３以

上の人は多くの支援を必要としてお

り、この引き上げが必要。

(3) ８名以上のグループホームの報

酬が減額となるが、重度の利用者の

支援を行うことを考えると、４～５

名の小規模では、職員が一人しか配

置できない状態となりやすく、トラ

ブルへの対応が厳しい。２０名とい

うような大規模なことは適切ではな

いが、１０名までであれば自閉症で

重度の方が利用する場合、必要な支

援が行える体制を作りやすい ｡１０

名までは、大規模という理由で報酬

単価を減額することはやめてほし

い。

(4) 知的に高い方で、他の人との関

わりが苦手な人についてはサテライ

トのような形態が利用しやすい。し

かし、サテライトは基本的に一般の

アパートなどで生活できるようにす

るための練習の場の位置づけで２年

間と期間を区切っている。（若干の

延長あるが）長期に利用できるよう

にしてほしい。

＜事務局＞

　コロナウイルスの関係については

どうか。

＜日本自閉症協会　津田＞

(1) 当事者が感染した場合は入院が

原則となっているが、保護者はつい

ていくことができない。宿泊施設に

ついても同様である。一人で入院や

宿泊できない人がいるので、この基

本原則では問題がある。簡単ではな

いが、実際に生じた場合に大変なこ

ととなる。具体的な対応策を早急に

出す必要がある。

(2) ＰＣＲ検査を早く行い、感染を

広げない体制づくりが必要。現在

は、なかなか検査が受けられず、わ

からずに感染を広げることが考えら

れる。

(3) 感染の不安は施設の職員の心理

的な負担にもなっている。

■参加団体

〇障害のある人と援助者でつくる日

本グループホーム学会

〇きょうされん

〇全国社会就労支援センター協議会

〇 DPI 日本会議（障害者の自立と完

全参加をめざす大阪連絡会議）

〇日本自閉症協会（参加者：津田）

〇全日本ろうあ連盟

〇全国ろう重複障害者施設連絡協議

会

■ご参考

〇障害福祉サービス等報酬改定検討

チーム（資料・・・厚生労働省のペー

ジを表示します）

h t t p s : / / w w w . m h l w . g o . j p /

s t f / s h i n g i / o t h e r -

syougai_446935_00001.html

　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　（文責）

　　静岡県自閉症協会

　　会長　津田明雄

※他の団体の意見、報告の記載につ

いては省略させていただきました。
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映画情報のご連絡です。

映画タイトル：「スペシャルズ！～政府が潰そうとした自閉症ケア施設を守った男たちの実話～」フランス映

画で 9月に日本で上映されます。

  内容としては、ティーンエイジャーの自閉症のケアに携わる人々の世界となっており、ソーシャル・ワー

カー、ボランティア、インターン、医療従事者など、自閉症に取り組むあらゆる人々の共同作業が描かれた作

品です。当協会の理事の本田秀夫先生がご監修されております。9月より全国順次公開予定で、チラシ等配付

を行わせていただくことが可能ですので地域の会員の方や関係者の方に配付いただける際は希望枚数等を以

下に記載いただき、事務局陳野までご連絡ください。

ギャガ株式会社「スペシャルズ！」公式 HP  https://gaga.ne.jp/specials/　

公開地域

https://gaga.ne.jp/specials/theater/　

※今後変更になることがあります。

【チラシ必要な方は】お送り先郵便番号　ご住所　氏名　お電話番号　チラシ希望枚数（B5）　ポスター希望枚

数（B1,B2)　をお知らせ願います。

 連絡・問い合わせ　日本自閉症協会事務局（陳野さん宛て）tel　03-3545-3380


